
推進体制の変更について 

現行ビジョンの推進体制 

「持続的な文化創造交流都市の推進に向けて、これらの組織がそれぞれの役割を果た

しながら全市一体となって取り組む」としていたが、現行ビジョンが扱うテーマが多岐にわた

ることから、資料のとりまとめに時間がかかることや会議の開催頻度が限られるといった課題

があった。 

次期ビジョンの推進体制（イメージ） 

 変更のポイント 

 次期ビジョンでは、文化芸術関連施策の展開にあたり、「市民－地域－まち全体」の

つながりをより明確に！ 

 アドバイザー制度に変更し、個別具体な相談等をより適切なタイミングで実施！ 

（中間見直し等の際には、必要に応じて有識者会議を開催し、PDCA につなげる） 

参考資料２ 

【有識者会議】（専門） 

文化創造推進委員会 
総合的かつ継続的に文化創

造の推進に関する助言の提供

○ﾋﾞｼﾞｮﾝに基づく事業の成果

検証（文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを含む） 

○ｱｰﾂｶｳﾝｼﾙの検討、評価 

【行政】 

文化創造推進本部 

○全庁的にビジョンを推進 

○文化プログラムの推進 

【文化活動支援】（現場） 

アーツカウンシル新潟 
（芸術文化振興財団内） 

東京 2020 大会後も地域文

化の発展をけん引 

○文化芸術活動支援 

○調査、研究 

○情報発信 

○企画、立案

行政

（仮称）文化創造推進

アドバイザー 

市民新潟市芸術文化

振興財団 

（AC 新潟を含む）

をはじめとする 

関係団体・施設 

助言 

支援 

相談 

文化芸術活動への 

参画、実施ほか 

柔軟性及び機動性を高めるために 

調査 

支援 

相談 

文化活動の多様な主体（市民など） 

企画・立案

施策展開 

情報共有等 

施策展開 


